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出
題
形
式
練
習 

解
答
・
解
説 

  

P33

 
 

 
 

 

１
、「
ひ
と
き
わ
」
は
、
他
と
比
べ
て
目
立
つ
様
子
。 

副
詞
は
、
主
に
用
言
を
修
飾
す
る
。
ゆ
っ
く
り
・
も
っ
と 

な
ど
。 

 
 

 

２
、
前
文
は
現
在
の
金
星
に
つ
い
て
、
後
文
は
過
去
の
こ
と
を
述
べ
て
あ
る
の
で
、 

 
 

 
 

「
か
つ
て
」
と
い
う
言
葉
を
入
れ
る
。 

 

 

 

１
、
発
揮 

ア
、
指
揮 

イ
、
画
期
的 

２
、
サ
行
変
格
活
用
の
動
詞
は
、「
す
る
」「―

す
る
」
の
み
。 

３
、「
同
様
」
は
、
同
じ
で
あ
る
様
子
。 

学
生
、
社
会
人
に
と
っ
て
も
ア
ス
リ
ー
ト
と
同
じ
よ
う
に
「
心
技
体
」 

が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
。 

       

 

P34

 

   

１
、「
伝
え
ナ
イ
」
の
よ
う
に
、
ナ
イ
を
付
け
て
ナ
イ
の
前
が
エ
段
の
音
な
の
で 

下
一
段
活
用
の
動
詞
で
あ
る
。 

２
、「
表
現
」
と
「
学
習
」
は
似
た
意
味
ど
う
し
の
二
字
熟
語
、 

 
   

 

「
寒
暖
」
は
反
対
の
意
味
ど
う
し
、「
未
熟
」
は
上
が
下
を
打
ち
消
す
、 

「
着
席
」
は
動
詞
の
下
に
目
的
語
が
く
る
二
字
熟
語
。 

３
、
表
現
し
き
れ
ぬ 

と
置
き
換
え
ら
れ
る
の
で
、「
な
い
」
は
否
定
の
助
動
詞
。 

ア
の
「
な
い
」
も
「
ぬ
」
に
置
き
換
え
ら
れ
る
の
で
否
定
の
助
動
詞
。 

 
  

４
、
直
前
の
文
を
ま
と
め
る
。
筆
者
は
自
分
の
感
情
を
表
す
た
め
の
言
葉
に
少
し
の 

ず
れ
を
感
じ
て
い
る
。 

 

P35

 

    

２
、「
科
」、
イ
「
秒
」
の
部
首
は
の
ぎ
へ
ん
、
ア
「
枝
」
き
へ
ん
、 

ウ
「
祝
」
し
め
す
へ
ん
、
エ
「
持
」
て
へ
ん
。 

３
、「
た
ゆ
ま
ぬ
」
は
、
油
断
し
な
い
・
心
が
ゆ
る
ま
な
い
こ
と
。 

４
、「
大
き
な
」
は
連
体
詞
。「
大
き
い
」
は
形
容
詞
。 

５
、
十
行
目
以
降
に
書
か
れ
て
い
る
。 

キ
リ
ト
リ
✂ 

解
答
は
下
の

QR

コ
ー
ド
か
ら 

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

１ 
 

１
、
エ 

 

２
、
イ 

 

３
、
唱
（
え
る
） 

 

２ 
 

１
、
ア 

 

２
、
イ 

 

３
、
ウ 

 

３ 
 
 

１
、
ウ 

 

２
、
イ  

 

３
、
ア 

 

４
、(

例)

自
分
の
感
情
と
言
葉
の
表
現
が
ぴ
っ
た
り
と
一
致
し
な
い 

（
二
十
二
字
） 

 
 

５
、
イ 

  

４ 
  

１
、

118

種
類
の
元
素 

 

２
、
イ 

 

３
、
ア 

 

４
、
エ 

 
 

５
、
ウ 
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P36

 

  

１
、「
心
地
よ
く
」「
速
い
」
は
形
容
詞
（
終
止
形
が
「
い
」
で
終
わ
る
）、 

「
い
ろ
ん
な
」
は
連
体
詞
、「
さ
わ
や
か
だ
」
は
形
容
動
詞
（
終
止
形
が
「
だ
」
で 

終
わ
る
）、「
来
る
」
は
動
詞
（
終
止
形
が
ウ
段
の
音
で
終
わ
る
）。 

３
、「
追
随

つ
い
ず
い

を
許
さ
な
い
」
は
、
群
を
抜
い
て
優
れ
て
い
る
こ
と
。 

４
、
最
後
の
段
落
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

P37

 

 
 

 

 

１
、
一
行
が
五
文
字
で
四
行
の
詩
は
五
言
絶
句 

一
行
が
七
文
字
で
四
行
の
詩
は
七
言
絶
句 

一
行
が
五
文
字
で
八
行
の
詩
は
五
言
律
詩 

一
行
が
七
文
字
で
八
行
の
詩
は
七
言
律
詩 

 

※
汪
倫
は
、
桃
花
潭
と
い
う
村
の
名
士
で
あ
り
、
酒
造
家
で
あ
る
。
旅
で
桃
花
潭
を 

訪
れ
た
李
白
を
し
ば
し
ば
も
て
な
し
た
。
李
白
が
こ
の
村
を
旅
立
と
う
と
す
る
と
き 

に
足
を
踏
み
鳴
ら
し
踊
り
な
が
ら
歌
う
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
水
の
深
さ
と
対
比
し 

て
、
汪
倫
の
友
情
の
深
さ
を
表
し
て
い
る
。  

 

  

P38

  

１
、「
ふ
」
を
「
う
」
に
、「
や
う
」
を
「
よ
う
」
に
、「
ひ
」
を
「
い
」
に
直
す
。 

３
、「
馬
耳
東
風

ば

じ

と

う

ふ

う

」
い
い
か
げ
ん
に
聞
き
流
す
こ
と
。 

「
本
末

ほ
ん
ま
つ

転
倒

て
ん
と
う

」
大
切
な
こ
と
と
つ
ま
ら
な
い
こ
と
と
を
取
り
違
え
る
こ
と
。 

「
首
尾

し

ゅ

び

一
貫

い
っ
か
ん

」
物
事
の
最
初
か
ら
最
後
ま
で
、
方
針
や
考
え
方
が
変
わ
ら
ず
に 

通
っ
て
い
る
こ
と
。 

 

（
訳
）
高
橋
作
左
衛
門
は
、
天
文
学
に
優
れ
て
い
た
の
で
登
用
さ
れ
て
い
た
。
庭
に
大
き
な

柿
の
木
が
あ
っ
た
。
毎
年
秋
に
そ
の
柿
を
売
っ
て
少
し
の
お
金
を
得
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
そ
の
辺
の
若
者
が
、
夜
盗
み
に
来
る
こ
と
が
何
度
も
あ
っ
た
。
柿
の
実
の
守
り
の

た
め
に
安
心
し
て
眠
れ
な
い
の
で
、
作
左
衛
門
は
夜
眠
ら
ず
に
見
回
っ
て
い
た
。
あ
る

時
帰
宅
し
て
見
る
と
、
あ
れ
ほ
ど
の
大
木
が
根
元
か
ら
切
り
倒
し
て
あ
っ
た
。
作
左
衛

門
が
「
こ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
し
た
こ
と
か
」
と
驚
く
と
妻
が
「
私
が
切
ら
せ
た
の
で

す
」
と
言
っ
た
。
「
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
に
し
た
の
か
」
と
問
い
た
だ
す
と
「
あ
な
た

様
は
天
文
学
で
家
を
お
こ
し
な
さ
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
な
の
に
、
夜
ご
と
に
屋
根
に
の

ぼ
り
、
天
空
を
見
上
げ
深
夜
に
至
り
、
柿
の
木
を
見
張
る
こ
と
に
神
経
を
す
り
減
ら
し

て
お
ら
れ
ま
す
。
も
し
こ
の
木
が
な
け
れ
ば
本
業
に
専
念
で
き
る
と
思
い
、
こ
の
よ
う

に
し
ま
し
た
」
と
言
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

  

 
５ 

  

１
、
ウ 

 

２
、
イ 

 

３
、
ウ 

４
、
地
球
が
数
百
年
前
の
気
候
に
戻
る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い 

（
二
十
二
字
） 

 

７ 
 

１
、
①
い
う
よ
う 

②
う
か
が
い 

 

２
、
イ 

 

３
、
イ 

 

６  
 

１
、
ウ 

 

２
、
不 

及 

汪 

倫 
送 
我 

情 

３
、
あ 

千
尺 

 

い 

情 

 

バ 

ル
ノ 

ヲ 

ニ 

レ 

レ 


